
          受付番号第３号、平野由里子君の一般質問を許します。登壇願い

ます。 

４ 番 平  野  議長のお許しが頂けましたので質問させていただきます。受付番

号第３号、質問議員、第４番 平野由里子です。件名、プラごみ

ゼロの町をめざして。 

要旨。今年の２月、県西２市８町の首長が、プラごみゼロ宣言を

いたしました。県でも2018年、鎌倉の海岸にシロナガスクジラの赤

ちゃんが打ち上げられたことをきっかけに、プラごみゼロ宣言をし

ております。どちらも、クリーン活動や使い捨てプラの削減、教育

や啓発をうたっております。また、町はＳＤＧｓ未来都市としても

努力をされておりますが、一層の取り組みが求められていると思い

ます。そこで、以下のことをお聞きします。 

（１）町内の公的施設で使用されている人工芝シートなど、プラ

スチック片の流出防止策はどのようにされていますか。 

（２）今後、さらに、人工芝の設置を検討されていますか。 

（３）プラごみについての教育や啓発はどのように実施されてお

りますか。 

以上、よろしくお願いします。 

町      長  平野議員の御質問に、順次お答えをいたします。結論から申しま

すと、一層の取り組みが求められていると、私もそう思っています。 

それでは、１つ目の御質問にお答えをいたします。プラスチック

は、特に野外では太陽光等の影響による劣化や破損が発生すること

で、河川など自然環境への流出が懸念されております。現在、町内

の公的施設での使用場所を申しますと、川音川パークゴルフ場や子

どもの館、寄テニスコート、生涯学習センター、小規模保育なのは

ななどで人工芝を、酒匂川親水広場などで土のうやブルーシートを

使用しております。これらにつきましては、劣化などが発生した場



合、自然環境にプラスチック片が流出してしまうおそれがございま

すので、定期的に点検を行い、劣化や破損のおそれがある場合は交

換を行う、また実際に劣化や破損によりプラスチック片が発生した

場合には、回収を行うことによって、自然環境への流出の防止を図

っております。しかしながら、このような人的な防止対策であるた

め、さらなる徹底と意識向上が必要であるとも考えておりますの

で、プラスチック製品の利用に関するガイドライン等を定め、具体

的な対応を行ってまいりたいと考えております。 

続いて２つ目の御質問にお答えいたします。現在のところ、大規

模な設置場所といたしまして、寄みやま運動広場や松田中学校グラ

ウンドにおいて人工芝の設置を考えております。製品の選定に当た

っては、今の時代に即し、環境に配慮した製品の選定をするなど、

もしもプラスチック片が流出した場合でも、地球環境に影響がない

製品の設置を考えております。今後、そのほか設置をする、大小の

製品がある場合にも同様に、環境に優しいエコな製品を使用するよ

うにいたします。 

３つ目の御質問にお答えをいたします。プラごみの削減及び再資

源化に向けては、町民の皆様お一人一人の日常的な取組や協力が不

可欠でありますので、効果的かつ継続的に環境教育や啓発を行って

いくことが、とても重要と考えております。環境教育といたしまし

ては、本町では地球温暖化対策として、平成28年度から行っており

ますクールチョイス普及啓発事業の一環として、廃プラスチックに

関連するワークショップや講座を開催しております。今後は、プラ

スチック汚染問題を取り上げた映画の上映会や、また、県西地域２

市８町のプラごみゼロ共同宣言に伴い、小田原市の海岸などでのフ

ィールドワーク等を含む小学生向けの環境教室の開催など、２市８

町共同での取り組みを含め、環境教育を推進してまいります。 



啓発の面では、町のイベント時における、海洋プラスチック問題

に関するパネルの展示、エコバッグの配布。また、毎年５月の酒匂

川統一美化キャンペーン、11月の丹沢大山クリーンキャンペーンな

どの美化活動を通じて啓発を行ってまいりました。今後は、地球環

境に影響を及ぼす危険性のある製品は、原則使用しないことを念頭

に置き、これまでの取組を継続するとともに、例えば家庭から出る

ペットボトルを100％リサイクルするための家庭用ペットボトル圧

縮機の配布や、資源ごみの拠点回収の実施に併せて、町民が自発的

な動きを生み出すための環境づくりなど、環境に対する危機意識を

高めるための啓発に取り組んでまいります。以上でございます。 

４ 番 平  野  御回答ありがとうございます。それでは、一つ一つ再質問をさせ

ていただこうと思います。 

こちらの質問に関しましては、プラごみという一つの、何ていう

か、普通名詞のような形で件名を掲げさせていただいたんですが、

メインはマイクロプラスチックということになると思うんですけ

ども。プラスチックごみというのは、様々なタイプがございますけ

れども、結局、紫外線などにより劣化していくと、どんどん細分化

されていくんですね。そして、５ミリ以下となったものをマイクロ

プラスチックというふうに現在呼んでおります。このマイクロプラ

スチックというのは、魚や貝が食べてしまう、海鳥なども食べてし

まうということで、その生物に対しても脅威であり、また、食物連

鎖の中で、最終的に人体にも取り込まれているということが非常に

心配されております。その影響はまだ完全には解明されていないん

ですけれども、研究途上ということなんですが、何らかの影響があ

るのではないかということになっております。冒頭の、鯨が打ち上

げられたという事件ですが、これも原因としては、体内に蓄積され

たプラスチックではないかというふうに言われております。あんな



大きな生き物に対しても、何らかの影響があるということが、非常

に心配されております。 

人体に対しては、研究途上ではありますが、今年の１月、世界自

然保護基金、いわゆるＷＷＦですね、これが飲料水や海産物を通し、

人類、人間が既に、週に最大５グラム、これクレジットカード１枚

分なんですけども、それを摂取している可能性があると、新聞発表

にありました。人体の影響に対しては、まだ未知な部分もあって、

排出できるのか、それとも吸収しているのかっていう、その辺もま

だちょっと分からないんですが、既に人体に入っているんだという

ことは発表されました。 

そしてまた、このプラスチックの怖いところは、化学物質と非常

に親和性が高いという部分があるんですね。水中に漂っているうち

に、同じく漂ってきている化学物質、これもまた膨大なものになっ

ているんですが、例えば塗料から出てきたり、薬品、化粧品、洗剤

などにたくさん含まれているので、そういったものと吸着していっ

てしまうと。つまり、マイクロプラスチックを取り込むということ

は、これらの物質も一緒に取り組んでいることになるということな

ので、その辺りがどのように生命に影響しているのか、この辺りも

完全には解明されていないものですが、非常に心配はされていると

いうことです。 

こちらの質問の直接のきっかけとなったの、５月15日、先ほど町

長の行政報告にもありましたが、酒匂川クリーンキャンペーンに私

も参加したんですけども、川音川のパークゴルフ場方面がうちの地

域の担当だったものですから、歩いて行ったところ、パークゴルフ

場が分かれて小さな川があるんですが、それを渡る木の橋の上に、

緑のシート、いわゆる、あれも何ていうか、一番シンプルな人工芝

と呼べるんですが、それがぼろぼろになっているというのを発見い



たしました。そのとき、大きなかけらは一生懸命拾ったんですが、

本当に小っちゃくなっちゃった一つ一つの芝の形をした物質は、と

ても拾いきれなくて、担当者、集合場所に戻って、担当の方に報告

をして写真も見せて、ほうきなどで集めて処理してほしいというこ

とをお願いをしてきたんですね。多分やってくださったと思うんで

すけれども、その後、気になって、もう一回、先週見に行ったら、

またぼろぼろになっていて、結局、そのくらいもろいものだってい

うことなんですよね。なので、非常にこれは大変だなと思って、今

回取り上げさせていただきました。 

先ほどのお答えの中で、町内の施設どのくらい、こういった人工

芝のようなものが使われているのかということで、全課的な調査を

していただいたのかな、それぞれ回答がありまして、私も思ってた

ところ、ああそうだなっていうところが、大体挙げられていたかな

って思います。そして、それについて、どのような防止策があるか

という点につきましても、お答えの中では、これがちょっとはっき

りされてなかったかなっていうのがあるので、ちょっとこの辺り、

もう一回確認したいんですけれども。実際に、劣化や破損によって

プラスチックが発生した場合には、回収を行うことによりというふ

うなことで防止を図っているというふうなことだったんですが、５

ミリ以下になっちゃうと本当に拾うのは大変なんですね。どのよう

にして、その回収を行っているのかというのを伺いたいと思いま

す。 

観 光 経 済 課 長  お答えをさせていただきます。まず初めにですね、川音川パーク

ゴルフ場、こちら担当している観光経済課でございます。美化デー

のときには、大変御迷惑をおかけして、ありがとうございます、申

し訳ございませんでした。また、ありがとうございました。御指摘

を受けまして、すぐに対応はさせていただいたんですけども、その



後もすぐ、行ったときにですね、端から端からもろけてくるという

状況は、確かに御指摘のとおりでございました。当課が例えば所管

する場所がですね、先ほど答弁にもありましたとおり、公園ですと

か、こういった場所が多いものでですね、いろんなところにシー

ト、プラの関係のシートがございました。各場所がですね、やはり

相当程度、もう損耗してるということで、ここは更新もしくは別の

もの、今回のお話をきっかけにいたしましてですね、ひとつ環境に

配慮したような、単純なこういったプラでいくんではなくて、耐久

性も含めたものの製品の選定を今、しております。 

御指摘にありました、特にパークゴルフ場のその新旧のホールを

渡す橋のところ、あそこは川の上で、より自然に近いところ、そし

てマイクロプラスチックの話ありましたけど、やっぱりそういった

面では非常に厳しい場所だと思いますので、この場所に、そもそも

敷いているのは、御高齢の方が多く使われるに当たってですね、や

っぱりすべり止めを少ししなければいけないと、そういう趣旨で設

置したものではございますけども、そこをですね、しっかりできる

ようなものの今、対応を、別で取り替えようとしています。下の木

をどう、滑らないで安心に行っていただけるかということで、一応、

対応を今、考えているということでございます。 

４ 番 平  野  本当に、当日もね、すぐに対応していただいたようで、ありがと

うございます。あの日も、夕方から雨というね、予報になっていた

ので、とても心配していたんですが。結局、先週行ったところ、ま

た同じようになっていたというので、たまたま、ちょっとプレーを

されていた方が知ってる方だったんで、ちょっとおしゃべりして

たんですが、どうもね、人間だけじゃなくて、軽トラがあそこを渡

るっていうんですよ。あれはちょっと、いくら耐久性があるものを

用意、更新したとしても、ちょっと、その軽トラで耐えれるのかな



っていうのは、ちょっと大変だなって思うんですが、何かその辺の

ところは聞いてらっしゃいますか。 

観 光 経 済 課 長  お答えをさせていただきます。パークゴルフ場、整備、管理に当

たりましては、今年度も委託をさせていただいております。そちら

の事業の中でですね、場内の作業に併せて、そこに今、重機…重機

じゃないですね、車を含めて動くことがあります。ただ、橋も大分、

ちょっとね、老朽化をしてますので、少しそこから問題はあるはあ

るんですけども、先ほど申し上げたとおり、今のシートは、別のも

のの今、代替を調整しておりますので、それが替わり次第、替えよ

うということで考えております。 

４ 番 平  野  ありがとうございます。いろいろ、私が懸念するところは、既に

担当課のほうでいろいろと動いてくださっているようで、ぜひ、そ

のまま、ちょっと注意をして、よろしくお願いいたします。 

先ほど、ガイドラインを作るんだというようなことも、お答え

に、最初のお答えにありましたけども、ガイドライン、本当に必要

だなと思うんですね。劣化の目安であるとか更新の時期であると

かね、その辺が、しっかりとしたほうがいいなと私も思っている

ので。やはり、物によって、あるいは設置する場所によって、大分

劣化は違ってくるかなと思うので、画一的に何年とかいうふうに

書くしかないのかなとは思うんですが、やはり人の目で、実際の

感覚で常に注意をしていただけるとありがたいなと思います。そ

の辺は、ガイドラインを作られるときに作って、その、何ていうの

かな、それを実施するだけではいいんだということじゃなくて、

柔軟に運営をしていただきたいと思います。 

先ほど、１つ目の回答にあったところで、どこだったかな、寄の

テニスコートなどもありました。中学もテニスコートあるんです

よね。この辺りも一度更新をしたのを、私たちも立ち会った、議員



も立ち会って１回見に行った記憶があるんですけれども、やはり、

時々通りかかるときに見ていると、やっぱりちょっとまた薄くな

ってるのかなみたいなところがあるんですけれども、こちらは、

あのコートには流出の防止とかは、どうなっているのか分かりま

すか。 

教 育 課 長  寄テニスコートと松田中学校のテニスコート、松田中学校のテニ

スコートについては２面ございます。どちらのコートも、砂入り

の、目砂っていう砂入りのポリプロピレンのものでございます。流

出防止という特別な措置は取っておりませんが、寄のテニスコー

トに関しましては、鍵の貸し借りのときに、よく土を払ってくださ

いねとか、そういったことを喚起をしております。 

現状を見ますと、やはり使っているところという、動くところと

いうか、後衛の部分とか前衛の立っている部分、そういったとこが

埋没したりして、ちょっとくぼんでいるような現状でございます。

議員がおっしゃるとおり、令和元年度に、その部分については、つ

ぎはぎでございますが、改修した経過がございました。特に主立っ

た、特別な、目に見えにくいものなので、改修をするといったよう

なことは、激しい劣化はないので、そういった措置はしておりませ

ん。 

４ 番 平  野  あそこは、多分これから、今後設置しようとしているグラウンド

の人工芝などとは違うタイプなのではないかなというのは承知し

ているんですが、今おっしゃった、使用の後、出るときに土を払う

ようにというようなことは伝えているという話なんですが、この

要するに土のところに、プラスチック片が混じってしまうってい

うことなんでしょうか。 

教 育 課 長  詳しくは調べておりませんが、それはないと思われます。 

４ 番 平  野  じゃあ、これ土だから、今はプラスチックの防止にはなってない



ということですね。やはり、薄くなっている部分があるっていうこ

とは、何かしら流出をしているのかなっていうふうに予想できま

すので、その辺りをもう少し調べていただいて、必要な防止策をぜ

ひ考えていただきたいなというふうに思います。 

あと、お答えの中には、生涯学習センターっていうお答えが入っ

ていたんですが、これはあれですかね、横の入り口のところにひい

てある、足をしゅしゅしゅってやるシートのことですかね。 

教 育 課 長  今おっしゃったとおり、２階の青空広場の入り口の部分の緑のシ

ートのことでございます。 

４ 番 平  野  そうですね。青空広場とともに、何ていうの、休日用入り口のと

こにも、同じような緑のシートひいてあって、あの辺もみんなね、

土を、何ていうか、落とすためにぎゅっぎゅってやるところですの

で、多分劣化もしていくと思うので、気をつけてお願いいたしま

す。そういう小規模なものは、本当に気をつけて更新をしていくっ

ていうふうな対応しかないのかなと思うんですが、先ほど柳澤課

長がおっしゃったように、耐久性があるようなね、品が出ているも

のならば、ぜひそういった検討もお願いしたいなというふうに思

います。 

それからですね、なのはなで使われていると、小規模保育施設な

のはなでも使われている、これはどのような使い方をされているの

か分かりますか。 

子育て健康課長  小規模保育所なのはなのほうで使っているのは、ちょうど玄関の

横に当たる場所なんですが、保育室から出たところ、子供たちが遊

べる場所にひいてございます。子供たちが使うものですから、劣化

した場合には、すぐさま取り替えるように対応しておりますが、こ

れから環境に配慮した、子供にも安全なもの、これから替えるとき

には注意していきたいと思っております。 



４ 番 平  野  ありがとうございます。そうですね、ぜひ、特に子供が使うもの

ならば、本当に気をつけたほうがいいのかなと思います。また、１

つ、これは町の施設になるのか、スプラポは町の持ち物なので町の

施設と言えるかなと思うんですが、駐車場の中の、元駐車場の建物

ですね、の中の人工芝、あれは事業者が設置してくれたというよう

なことは、ちょっと聞いたような気がするんですが、こちらの流出

策などは、町がやはり責任持つべきなのかなって思うんですが、ど

うなっていますか。 

参事兼政策推進課長  ありがとうございます。まず、人工芝の流出という観点の中の旧

土木事務所跡地ですね、いわゆるスプラポの車庫に設置してある

人工芝につきましては、設置後約２年と半年が経過している中で

ですね、いわゆる排水溝周辺またこの人工の芝、緑の芝が剥がれて

いたことや、靴裏にですね、あそこ基本的には土足をしないような

形を考えているんですけども、小さい子供たちが入った後の靴裏

や、周辺に付着してた状況は今のところ確認はされておりません

が、先ほどの小さなものという観点では、目に見えないものもあり

ますので、今後はですね、排水溝の対策、清掃、毎日清掃している

んですけども、そういうとこもきめ細かく、今もやっているんです

けども、やっていきたいとは考えてございます。 

また、あそこの室内の部分に設置してあるものが、室内外専用の

人工芝、いわゆるエコターフ人工芝というような素材でございま

す。これは一応環境にも配慮し、いわゆる足元の温度がですね、通

常15度程度下げられる素材として設置してあるもので、普通の人工

芝、外でやる人工芝、ゴムの下地がひいてあるんですけども、あれ

はゴムではなくてですね、基本的、燃やせるごみとして再利用もで

きるというような観点の素材として利用しているというところが

あります。またですね、いわゆるゴムチップというのを外でやると、



クッション、ゴムチップというのは、熱を落とすような役目もし、

けが対策も含めたものなんですけども、それらも加味した上での芝

としてエコターフというもので、あそこは、ゴムチップあるいは砂、

一切含まれておりませんので、その辺の部分の流出というものの対

策もしているというような現状で、引き続きですね、確実性につい

ては大丈夫だということはないので、町としてもガイドラインを定

めた、定める前にもですね、徹底して取り組んでいきたいというふ

うには考えております。以上です。 

４ 番 平  野  ありがとうございます。本当に私もスプラポのあそこに入ったこ

と何回かあって、コンクリートむき出しだったところがね、ああい

うふうになっているのは、見た目も本当にきれいなんですが、実際

にコンクリートからの、何ていうのかな、直接の冷えみたいなのも

上がりにくくて、使っている方は快適なんではないかなって思い

ます。やはり、その分、今、鈴木課長がおっしゃったように、参事

がおっしゃったように、本当に管理ですね、対応をしっかりとお願

いしていきたいなというふうに思いますので、よろしくお願いい

たします。 

それからですね、２つ目の質問の回答にあったことなんですけれ

ども…ごめんなさい、もう一つあった。１つ目にもう一つあった。

ちょっとお答えの中にも、ちゃんとブルーシートとか土のうのこと

もね、指摘されていて、そこまで配慮が行き届いているということ

で安心をしたところです。この土のうに関しても私、クリーンキャ

ンペーンの日、同じようにパークゴルフの隅っこのほうなんです

が、幾つか置いたままになっていて、ちょっともろけているものを

気がついて、それも担当課にはね、報告したんですが、土のうも実

は外に置いてあるので、結構劣化しやすいということがありますの

で、ぜひお願いします。そしてこれは、プラスチック片が流れてし



まうという環境面と同時に、やはり、もろけてしまうと土のうの役

割がなくなるというね、災害面もありますので、非常に気をつけて

ほしいところかなと思うんですね。あとは、パークゴルフ場では、

柵みたいなものもプラスチック製のものが幾つかあるので、日が当

たるところですので、劣化、気をつけていただきたいなと思いまし

た。 

あと、これはパークゴルフ場に限らないんですが、いろんなとこ

ろでビニールテープはね、いろんなものを固定するのに便利で使っ

ているんですが、これも結構、日に当たるところは特にもろもろに

なってくる。日が当たらなくても、人がたくさん触ったりするとこ

ろは、もろもろになってくるので、そうなると、今度はプラスチッ

クの繊維状になって、今度空気中も舞ってくるというのがあるの

で、なかなか対応難しくなってしまいますので、もろける前に、こ

んなの交換しても幾らでもないものなので、見つけたらすぐに新し

くするぐらいの気持ちで、ぜひ皆さん気をつけていただけると、こ

れは全課で使われていると思いますので気をつけていただけると

いいなと思います。これは要望です。 

２つ目、今後の予定ということなんですけれども、お答えとして

は、大規模なものとしては、みやま運動広場と松中のグラウンドと

いうようなお答えだったと思います。選定に当たって、今の時代に

即した、環境に配慮した製品を使うんだというようなことだったん

ですが、これは具体的にはどんな配慮になるんでしょうか、もし分

かっている範囲で教えてください。 

観 光 経 済 課 長  お答えをさせていただきます。みやま運動広場につきましては、

まだ特に予算措置とかですね、はっきりした形になっておりませ

んが、少しずつ検討を進め、また機会があるときにですね、地権者

の方であったり、関係する方々に、こういう構想があってというこ



とをお伝えしながら進めて、慎重に進めておるところです。対応と

いたしましてはですね、まず、これだけの規模の人工芝を、これか

らどうやってやるんだというところで、ちょっと未知数でもござ

いましたので、例えば南足柄市のグラウンドを整備されたとこを

見させていただいたりですね、あと、また人工芝のその業者様か

ら、いろいろな情報を得ております。耐久性をいかに高めるか、要

は、パイルっていうんですかね、この毛の部分、これが切れていっ

てしまう、流れてしまう、これが一番問題というところでいけば、

それは当然業者さんもですね、相当に耐久性の高いもの、こういっ

たものを御用意をされている部分がございます。ただ、やはり割高

には、どうしてもなるのかなというところがありますけれども、一

番、そういった業者を何か所か今、聞いてですね、環境負荷、要は

流出対策というのを、あと管理、管理面は、先ほどのガイドライン

もそうですけども、流出対策をいかにやるか。これは南足柄市なん

かも相当に気を使いながらやっているところを見させていただき

ましたので、そういった部分も参考にしながら、この後の検討を進

めていきたいと考えております。 

教 育 課 長  中学校の芝生化につきましても、まだ具体的な検討、協議とかは

しておりません。みやま運動広場と同様にですね、今後、整備とい

うか、検討をしていくんですが、授業、体育の指導、まず学校の運

営上の関係もありますので、他の事例を研究するとともに、学校の

先生、地域の方からの御意見なども参考にしながら、十分に考えて

まいりたいと思ってます。 

４ 番 平  野  ありがとうございます。具体的には、私も幾つかの業者のホーム

ページなどを見ておりますけれども、大分いろいろな対策をね、業

者のほうも指摘されればやっぱり考えるというところで、いろん

な対策をしてきているというふうなことは私も承知をしておりま



す。それらが本当に完璧なのかと言われるとね、ゼロなのかって言

われると、なかなかゼロだとは言いにくいとは思いますけれども、

本当に使うんであれば、限りなくゼロに近い防止策を取る、そし

て、適切な管理をし、お金もかかってしまうんですが、更新ですよ

ね、その辺のそういった大規模なものを設置した場合の、そういっ

た維持の経費、天然芝よりは安いとは思うんですが、維持経費ある

いは更新の頻度、更新の経費、その辺りも、ちょっと予算がまだだ

ということなんで、その辺は全然未定なんだと思うんですが、もし

何かそういうのが分かっていれば、ちょっと教えてください。 

観 光 経 済 課 長  お答えをさせていただきます。まだ、先ほど言っていただいたよ

うに、予算化という話の前の段階でございます。事業者も今、いろ

いろ聞けば、そこで出てくる見積り的な数字の話でございます。み

やま運動広場につきましては、グラウンドの面積が１万平米を超

える大きいグラウンドです。そのうち、例えば９割程度を人工芝に

やった場合、整備費用的なものは恐らく１億円は優に超える、１億

5,000万ぐらいの例えば見積りがあります。これは多分、業者によ

って幅はございますけども、先ほど言った製品としてのその耐久

性ですとか、こういったものを考えた場合には、これぐらいの費用

が全体ですね、芝だけじゃなくて、全体の施工を考えたときに、こ

れぐらいかかってくるだろうと。耐用年数については、メーカーの

話でいきますと、大体７年から10年というお話がございます。た

だ、先行して入れられている人工芝のグラウンドを、10年を経過し

ても良好に整備、管理をしておれば、10年を経過しても使えている

ところもあるというふうなお話でございます。ただ、更新という話

になった場合には、やはり最初の初期投資に近い数字の、先ほど申

した、その工事的なものを除いた部分というのが相当かかります。

これも、今、業者の見積りでいけば、例えば１億とかそういうオー



ダーになる可能性があります。こういうようなのは、やはり工夫し

ながらやるもんだと思いますけども、今、見積りとかそういった形

の調査をやっている段階では、こういった数字でございます。あく

まで未確定ですので、よろしくお願いいたします。 

４ 番 平  野  教育も同じような感じですか。 

教  育  課  長  教育課でも、具体的なものは定まってないんですが、調査した中

では、先ほどもありましたが、松田中学校、7,800平米のグラウン

ドでございます。こちらに対しても、見積もりを取った業者とか、

頻度とか使い方にもよりますが、その人工芝にした場合は約１億

円ぐらいはかかるというような見積りを頂いております。全面張

り替えも、先ほど７年から10年とありましたが、同様なことを、と

か頻度によりますが、15年といった業者もございます。現状はこの

程度でございます。 

４ 番 平  野  ありがとうございます。思っていたより人工芝、結構高いなって

いうのが、ちょっとびっくりしたんですけれども。あと、この環境

面のほかに、ちょっと安全面のことも気になる情報は、いろいろち

ょっと入っています。例えば、人工芝は膝に負担が大きくて、けが

が多いのではないかというようなこと。これもね、対策は進んでき

てはいるというふうには私も承知しているんですが、天然芝なの

か人工芝なのか土なのかということで、選手になっている方なん

かは、恐らくスパイクを替えたりして対応されているのかなって

いう気はするんですけれども、その辺の安全面。それから、あとも

う一つは、摩擦熱でやけどのような状態になるっていうことも聞

きましたので、その辺。あと先ほど鈴木参事が、熱をため込みにく

い、そういう芝が出てきていると、人工芝が出てきているという話

をされていたんですが、私もそれは情報を入手しております。熱を

ため込みにくい加工をしているということで、実を言うと、緑の芝



自体はマイナス10度、マイナス15度っていうふうな実績のデータ

が出ている反面、結局、熱を反射させる素材を使うということで、

実を言うと、その上空、その上は逆に反射する分、温度が高くなる

というデータも出ているので、これに関しては、ちょっとマイナス

もプラスもあるのかなっていうところがありますよね。 

あと、先ほど、ゴムチップの話もね、されていて、このゴムチッ

プに関しても、非常に心配される部分ではあるんですが、最初の頃

の人工芝は、このゴムチップを古いゴムタイヤを再利用しているこ

とが結構多くて、ちょっと環境面でもやはり問題があったというよ

うなことも聞いておりますが、それもだんだん素材がよくなってい

るというような話も聞いておりますので、この辺もどういうふうに

改良していくのか。服についてしまうので、それこそ、使い終わっ

たときに払ってくださいとかね、そうしないと、お母さん方、洗濯

が大変なのかなと思いますけども。この辺の問題、環境面以外にも、

こういった論点があるのではないかというふうに思います。 

また、使い勝手のことですね、ライン引きは大丈夫なのか、それ

から、みやまに対しては、駐車場利用も考えなきゃいけないのかな

って思うんですが、そういった利用のときに耐久性はどうなのかと

いうこと。あと、サッカー用と野球用っていうのは共用できるのか

っていう心配も、ちょっとあったりします。この辺も分かっていれ

ば、ぜひ安全面、また使い勝手の面、分かっている範囲でお願いい

たします。 

観 光 経 済 課 長  何点かみやま運動広場に関してということでの御質問にお答え

をさせていただきます。まず、安全面とか、その摩擦熱、こういっ

たお話に関しましては、実際にですね、その製品のクオリティーの

どこまでの向上かというところにかかっているのかなと思いま

す。ただですね、南足柄市の新しくできた人工芝のグラウンド、こ



れに関しては、利用がやはり増えている。お子さんがやはり週末

は、もうサッカー、ずっともういっぱいで、土・日に関しては、ず

っと埋まっている状況。平日に関しても高校生のサッカー部が利

用する等ですね、やはりこういうところに安全面、何かが問題があ

れば、利用はそこまで増えることはないかなというのが、すみませ

ん、ちょっと抽象的で大変恐縮ですが、の話になろうかと思いま

す。議員おっしゃるように、土というもののよさもあるんでしょう

けども、逆に言えば、人工芝というもののよさを感じての御利用が

増えているということが考えられるかなと思います。 

あとは、みやまの関係はですね、損耗の御懸念に関してでござい

ます。若葉まつり、またロウバイまつりで駐車場としての利用をさ

せていただいております。ここがですね、やはりどうしても人工芝

のところに車両が入る、これは損耗が早まります。早まるけれども、

じゃあ、そこに車が入ったからといって、その人工芝が、ほかでは

まるきり使えないかというと、そうではないです。車が入っても、

なお使えるような人工芝があるというのはメーカーのほうに確認

をしてございます。環境面とその強さ、いろんなものを掛け合わせ

ていくと、どうしても費用が上がっていくのかなっていう懸念はご

ざいます。 

お金がかかる、かかるばかりの話をちょっとさせていただいて大

変恐縮ですが、当然これをやるには単費だけでやるような事業では

ないと思っております。ｔｏｔｏの補助金、またＪＦＡの補助金、

こういったものを南足柄市さんのときにも御活用なさっておりま

す。併せて指定管理者、民間の投資、こういった考え方もあると思

います。そういうものを全体的に考えて、単にお金がかかるだけで

はなくてですね、うまく財源を取り入れながら進めていく事業かな

と考えてございます。以上です。 



参事兼政策推進課長  すみません、先ほど南足柄市というところが出ましたので、実際

私も南足柄市でちょっと運動して、実際に体で感じてきたことも

含めてですね、回答させていただきたいと思います。まずですね、

一番害がないというのが天然芝という形になるとは思います。そ

の次に人工芝という前に、今３Ｇという人工芝があります。これ、

ヨーロッパサッカー協会なんかでも、いろんなところのスタジア

ムで使っております。天然芝と人工芝を合わせた、環境にも配慮

し耐久性も非常に高いと。コスト的にも今試験的ですけども、普

通の人工芝よりやや高いというような状況もあります。 

そうした観点でですね、先ほどのゴムチップ。南足柄市で使って

るゴムチップについては、植物性の部分を使った、応用したもので、

さっきの反射的な部分にも非常に対応できているというような素

材でやってるというところでございます。このゴムチップもカラー

ゴムチップといって、いろんなエコの部分で、色を変えることによ

って温度を下げると。あとその素材についてもですね、例えばクル

ミの素材とか、ココナッツとか、あるいは木で松、杉などの再利用

としてやってるところも研究が進んでおります。やってるところも

実際に高校の学校なんかではありますので。そういう部分を含めな

がらですね、今後検討していきたいというふうには思ってございま

す。 

 またですね、メリット。先ほど柳沢課長のほうが言われましたメ

リットとしては、稼働日数がございます。雨の日でもできるという

ところで、年間普通の場合、雨で70日ぐらい中止になる部分を、人

工芝、あればですけれども、雷等以外は使えるという観点で、数日

というものは…これはあくまでもデータ的なものでございます。ま

た北九州市なんかの県立高校なんかにおきましては、人工芝におい

て設置した理由に、防災拠点の位置づけ。普通の天然芝や土なんか



の場合ですと、雨でですね、非常に水たまりとかあって、そこに急

遽対応できないという観点も含めてやった実証実験的な人工芝も

あります。また砂ぼこりなんかの対応できるということも踏まえて

やってるようなこともございますので、そうしたものを加味しなが

ら、住民の皆様と、町民の皆様とですね、協議しながら進んでいく

という形で考えていきたいと思います。 

 また一時的な駐車場の利用、これ、よみうりランドのプールでで

すね、２か月ぐらいかな、これも過去に実証実験やって、どのくら

い耐久性があるかということで、大きな影響はないというような業

者からとよみうりランドの管理者からも聞いておりますが、やっぱ

り車が入る以上は多少のあれはあるということも含めてですね、今

後検証をしていきたいというふうに考えてございます。 

また一番最終的にはですね、いわゆる排水の問題だと思うんです

けども。そこをどう今後やっていくかと。排水のところでどう抑え

るかという取組が今いろんな企業さんが取り組む中で、５個の課題

を克服することを条件に人工芝を設置するということになります

ので、そこに排水の問題があるので、そこの排水をいかに海に流さ

ないかというところを研究をしておりますので、その辺も含めて今

後調整していけばなというふうに思います。以上です。 

４ 番 平  野  ありがとうございます。ちょっと時間がなくなってきたのであれ

ですが。今こういうふうに質問ね、あとお答えいただいただけでも、

随分いろいろな論点、あとはいろいろ新しい情報が入ってきてるな

というふうに感じました。このことをやはり町民も巻き込んだ議論

が必要なのではないかと思いますので、年頭に上がっていた ＳＤ

Ｇｓのプラットフォーム事業ですね。あれなどを利用して、こうい

った議論をぜひやっていただきたいなと思いますので。これは要望

としてぜひお願いいたします。 



 また３番につながることとしては、人工芝、個人の庭などでもす

ごく使われているので、ぜひしっかりと取り組んでいただきたいと

思いますが。１つだけちょっとお勧めの映画があるので、こちらを

ちょっと挙げて終わりにしたいと思いますが。「マイクロプラスチ

ックストーリー」という映画がございます。これは子供たちが主役

になっていて、アメリカの映画なんですが。ドキュメンタリーで、

このプラスチック問題を学ぶということを２年にわたって学校で

やるということをやって、どれだけみんなが学び、議論をし、実際

に行動していったというドキュメンタリーなので、ぜひ、もしやる

のならこの映画などを取り上げていただければなというふうに思

います。実際にこの横浜の子供たちがこれを見て動き出したという

のがありまして、学校の給食のストローの削減につながったという

話なので、ぜひ松田の学校でもそういった議論が行われるといいな

と思います。こういったことはやはり町民全体の協力がないとでき

ないことですので、ぜひ啓発のほうも頑張っていただければと思い

ます。 

 時間が押してますので、これで私の一般質問を終わりにいたし

ます。ありがとうございました。 

議      長  以上で受付番号第３号、平野由里子君の一般質問を終わります。 

 暫時休憩します。なお、休憩中に昼食をとっていただき、午後は

1時から再開いたします。            （11時20分） 

 


